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今
期
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
、

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
同

意
案
、
令
和
4
年
度
決
算
の
認
定

案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
審
査
・
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
51
号　

全
会
一
致　
可
決

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
に
関

し
て
、
施
設
の
名
称
、
実
施
事
業
、

管
理
に
関
す
る
事
項
な
ど
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

問　

牛
・
鶏
・
馬
各
飼
養
施
設
の

使
用
料
の
軽
減
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
飼
養
施
設
の
軽
減
率
に
統

一
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

馬
関
連
事
業
の
み
で
は
大
き

な
収
益
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
、

地
域
で
馴
染
み
の
な
い
馬
産
業
の

浸
透
に
は
相
当
の
期
間
を
要
す
る

こ
と
を
勘
案
し
金
額
を
設
定
し
た
。

問　

鹿
児
島
大
学
の
年
間
使
用
料

は
。

答　

管
理
研
究
棟
な
ど
も
含
め
た

年
間
使
用
料
の
合
計
は
9
0
9
万

3
0
0
0
円
に
な
る
。

議
案
第
53
号　

全
会
一
致　
可
決

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
を
使
用
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末

機
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

条
例
改
正
す
る
も
の
で
す
。
令
和

6
年
2
月
1
日
か
ら
は
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
交
付
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　議
案
第
55
号　

賛
成
多
数　
可
決

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

意
見　

空
家
等
対
策
審
議
会
を
は

じ
め
、
各
種
審
議
会
等
の
構
成
員

に
市
議
会
議
員
を
含
め
る
こ
と
を

全
庁
的
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

反
対
討
論　
【
迫 

議
員
】

　

全
国
的
に
空
家
問
題
が
社
会
的

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
、

法
改
正
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
本
案
件
審
査
中
に
法
改
正
の
骨

子
の
提
出
を
求
め
た
が
提
出
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
や
、
議
論
の
た
め

の
資
料
が
不
足
し
て
い
た
。
委
員

会
採
決
後
に
提
出
さ
れ
た
協
議
会

名
簿
に
は
現
在
の
職
員
名
で
は
な

く
、
過
去
の
職
員
名
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
反
対
と
す
る
。

議
案
第
58
号　

賛
成
多
数　
可
決

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
執
行
し
た
結
果
、
九
州
電
通

建
設
株
式
会
社
大
隅
営
業
所
が

TopicsTopics

第 3 回定例会

令和 5 年
9 月 1 日から

10月 3 日まで

（33日間）

Topic1

令
和
６
年
４
月
か
ら
運
営
開
始

Topic2

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

令
和
６
年
２
月
か
ら

Topic3

空
家
等
対
策
の
推
進

Topic4

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
電
気
設
備
工
事

（
１
工
区
）
請
負
契
約
の
締
結

市のホームページ
にリンクします。

曽於市のコンビニ
交付について

Link

地方創生の拠点となる SKLV
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1
億
7
9
3
0
万
円
で
落
札
者
と

な
り
、
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で

す
。7

者
（
う
ち
3
者
は
辞
退
）
に

よ
る
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
予
定
価
格
の
95
・
72
％
の

落
札
率
で
契
約
決
定
す
る
請
負
契

約
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

意
見　

入
札
業
者
１
者
が
入
札
率

88
・
38
％
で
、
最※

低
制
限
価
格
が

予
定
価
格
の
92
％
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
を
下
回
り
失
格
と
な
っ
て
い

る
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
関
連
の

入
札
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
を

引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論　
【
徳
峰
議
員
】

　

最
低
制
限
価
格
が
92
％
と
高
く

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
実
情

と
は
異
な
っ
て
お
り
、
最
低
制
限

価
格
を
数
パ
ー
セ
ン
ト
下
回
っ
た

だ
け
で
失
格
と
な
っ
た
こ
と
は
納

得
で
き
な
い
。

議
案
第
63
号　

全
会
一
致　
可
決

9
億
2
6
3
4
万
円
追
加

予
算
総
額　

２
８
２
億
3
7
5
3
万
円

　

総
務
常
任
委
員
会

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
等
計
画
跡
地
の
立
木
伐
採
委
託
料
】

問　

伐
採
後
跡
地
の
利
用
計
画
が

あ
る
の
か
。

答　

企
業
誘
致
を
前
提
と
し
て
1

～
2
団
地
の
造
成
予
定
地
を
確
保

す
る
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て
伐

採
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
】

問　

ど
の
よ
う
な
改
修
か
。

答　

令
和
6
年
3
月
か
ら
全
国
ど

こ
の
自
治
体
で
も
戸
籍
謄
本
が
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
あ

る
が
、
市
が
管
理
し
て
い
る
戸
籍

の
正
本
デ
ー
タ
と
法
務
省
に
送
信

さ
れ
て
い
る
副
本
デ
ー
タ
が
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、

正
副
件
数
が
一
致
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村 
龍
生
委
員
長
）

【
重
心
医
療
助
成
制
度
変
更
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
】

問　
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
、
医
療
機
関
で

本
人
が
一
度
自
己
負
担
分
を
支
払

い
、
そ
の
後
、
市
役
所
窓
口
で
本

人
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
償
還

さ
れ
て
い
た
が
、
シ
ス
テ
ム
改
修

に
よ
り
令
和
6
年
4
月
か
ら
自
動

償
還
払
い
に
な
る
。

【
学
校
教
育
総
務
費
】

問　

部
活
動
地
域
移
行
推
進
協
議

会
謝
礼
金
等
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

答　

今
年
度
か
ら
3
か
年
を
か
け

て
地
域
に
移
行
す
る
た
め
の
協
議

会
を
計
画
し
て
い
る
が
、
協
議
を

よ
り
進
め
る
た
め
、
開
催
回
数
を

増
や
す
た
め
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

問　

情
報
モ
ラ
ル
教
材
使
用
料
に

つ
い
て
の
内
容
は
。

答　

児
童
に
配
布
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
使
用
す
る
ソ
フ
ト

で
、
基
本
的
に
は
授
業
で
使
用
す

る
が
、
自
宅
等
で
も
学
習
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

学校給食センター完成予想図

Topic5

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
可
決

※最低制限価格について
　　工事・製造その他についての請負契

約において、当該契約の内容に適合し
た履行を確保するため特に必要があ
ると認めるときは、あらかじめ75％
～92％の範囲内で最低制限価格を設
けた上で、予定価格の制限の範囲内
の価格で最低制限価格以上の価格を
もって申込みをした者のうち最低の
価格をもって申込みをした者を落札
者とするものです。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
九
日 

克
典
委
員
長
）

【
森
林
・
林
業
振
興
事
業
】

問　

補
正
の
内
容
は
。

答　

イ
ヌ
マ
キ
の
被
害
が
空
家
や

高
齢
者
の
住
宅
の
敷
地
内
を
は
じ

め
、
市
内
で
多
発
し
て
い
る
た
め
、

地
域
で
共
同
駆
除
を
実
施
す
る
自

治
会
に
対
し
、
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ

ク
駆
除
用
薬
剤
を
配
布
す
る
。

問　

薬
剤
散
布
の
効
果
は
。

答　

調
達
予
定
の
薬
剤
は
葉
に
吹

き
か
け
る
よ
う
散
布
す
る
こ
と
で

約
3
か
月
間
有
効
で
あ
り
、
従
来

の
駆
除
用
薬
剤
よ
り
も
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

次
の
方
々
が
同
意
・
適
任
と
さ
れ
ま
し

た
。

陳
情
案
第
7
号　

賛
成
少
数 

不
採
択

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
付
託
さ

れ
た
総
務
委
員
会
に
お
い
て
税
務

課
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、
審
査
し
ま
し

た
。
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組

み
に
加
え
、「
免
税
事
業
者
等
か

ら
の
課
税
仕
入
れ
に
係
る
経
過
措

置
」
や
「
小
規
模
事
業
者
に
係
る

税
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
」
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

意
見　

本
制
度
で
は
、
免
税
事
業

者
に
対
し
て
、
取
引
の
一
方
的
な

代
金
の
減
額
な
ど
不
当
な
圧
力
が

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

は
い
る
が
、
10
月
か
ら
制
度
と
し

て
開
始
さ
れ
る
以
上
、
中
止
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る

こ
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

被害を受けて枯れたイヌマキ

曽於市議会では定例会の様子をインターネットによるライブ中継や
録画配信をご覧いただけます。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。
QRコードからもアクセスできます。

Link

Topic6

人
事
案
件

Topic7

不
採
択
と
さ
れ
た
陳
情

役職名 氏 名 住所 任期 新任・再任

人権擁護委員 田
た

ノ
の

上
うえ

 晃
あきら

大隅町段中町 令和６年１月１日から
３年間 再　任

人権擁護委員 迫
さこ

田
だ

 雪
ゆき

春
はる

末吉町諏訪方 令和６年１月１日から
３年間 再　任

固定資産評価
審査委員会委員 高

こう
良
ら

 博
ひろ

夫
お

末吉町諏訪方 令和５年10月５日から
３年間 再　任

固定資産評価
審査委員会委員 有

あり
村
むら

 芳
よし

文
ふみ

末吉町上町 令和５年10月５日から
３年間 再　任

固定資産評価
審査委員会委員 吉

よし
川
かわ

 俊
しゅん

一
いち

大隅町岩川 令和５年10月５日から
３年間 新　任

教育委員会委員 地
ぢ

主
ぬし

園
ぞの

 栄
え

美
み

子
こ

末吉町諏訪方 令和５年10月５日から
４年間 再　任
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令和４年度　決算審査特別委員会

◆　決算審査特別委員会設置　令和 5 年 9 月14日
　　　決算審査特別委員会18人（議長・監査委員を除く議員）
　　委員長　　今鶴 治信
　　副委員長　上村 龍生

◆　各分科会に分かれ、所管ごとの専門的な審査が行われました。（現地調査を含む）
　総務分科会　　　令和５年９月19日～22日（４日間）
　文教厚生分科会　令和５年９月19日～22日（４日間）
　産業建設分科会　令和５年９月19日～22日（４日間）

◆　決算審査特別委員会　令和 5 年 9 月28日

◆　慎重に審査した結果、10月 3 日の本会議において「認定すべき」と報告しました。

各会計決算額
会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 307億4,409万円 294億6,309万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 56億1,754万円 53億9,828万円

後期高齢者医療特別会計 6億2,795万円 6億2,571万円

介護保険特別会計 60億8,682万円 56億820万円

生活排水処理事業特別会計 6,964万円 6,660万円

水道事業会計

収益的収支 5億9,790万円 5億1,956万円

資本的収支 ０円 4億1,394万円

資本的支出額に不足する額 4 億 1,394 万円は、過年度分損益勘定留保資金 3 億 8,660 万円（減
価償却費 3 億 8,660 万円）、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 2,734 万円で補
填した。

公共下水道事業
会計

収益的収支 2億3,598万円 1億9,810万円

資本的収支 1,843万円 1億1,998万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1 億 154 万円は、当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額 79 万円、当年度分損益勘定留保資金 6,549 万円（減価償却費 6,549 万円）、
利益剰余金 3,525 万円（繰越利益剰余金 3,525 万円）で補填した。

（1万円未満切捨て。端数処理の関係で数値が合わない箇所があります。）

※収益的収支とは、施設を維持管理するための経費とその財源のことです。
　資本的収支とは、施設の建設や整備・改良にかかる経費とその財源のことです。

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12月に開催します。



総務分科会

問　災害対策費の河川監視システムの
活用状況は。
答　先日の豪雨時の災害対応において
は、大隅支所前の前川の監視カメラが豪
雨で見えづらい状況もあったことから、
道路状況などの確認により対応した。
意見 　良いシステムであるので、今後
も十分に活用するように。

問　古民家再生活用モデル提案型事業
補助金申請状況は。
答　3 年間募集し、補助金の予算額も増
額してきたが、申込者がいない状況であ
る。建物の傷みもひどく、再生活用が厳
しいのではないかと考え、事業の見直し
を検討している。

問　市町村設置型による浄化槽の設置総
数は。
答　1,109基である。令和４年度は、設置
後10年を経過した浄化槽について、設置年
度の古いものから順次、所有者へ無償譲渡
を行い、令和４年度末で80基の譲渡が完了
した。

問　窓口収納手数料について
答　コンビニ収納の件数が対前年度比
5,878件の増で、窓口収納全体の約40％を
占めている。

生活排水処理事業特別会計

浄化槽設置の様子

月野川に設置の監視カメラ（大隅町月野・持留橋）
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文教厚生分科会

問　生涯学習課所管の施設の整備計画はど
うなっているか。
答　市内に61施設、131の建物があり、施設
の在り方検討委員会で検討している。また、市
の公共施設マネジメント検討委員会もある。
意見 　老朽化施設の在り方について、公
共施設マネジメント検討委員会においては、
もっとスピード感をもって検討されたい。大
規模な修繕が必要でも、現に市民が利用し
ている施設については、財政事情もあるだ
ろうが廃止するかどうかの検討とは別にして、
可能な限り対応されるよう強く求める。

問　療養給付費と国民健康保険税の課税状
況、法定外繰入金について。
答　療養給付費については、令和 3 年度は
前年度比 4.0％の増であったが、令和４年度
は前年度比 4.2％増と前年度を更に上回った。
要因としては、今まで新型コロナの影響で受
診控えをしていた被保険者が受診するようにな
り、被保険者数が408人減っているにもかかわ
らず、一人当たりの給付額が伸びたのではな
いか。国保税については、令和４年度はほぼ
横ばいで、令和４年度まで景気の影響を受け
にくい資産割があったため、思っていたよりも税
収が減らなかったことと、一人当たりの給付額
は伸びたものの、被保険者数の減少によって
前年度と同程度の給付額となったため、一般
会計からの法定外繰入金が当初の 2 億5,000
万円から1 億5,000万円で済んだ。

　75歳以上（65才～74才で一定の障害のあ
る人を含む）が加入する鹿児島県後期高齢者
医療広域連合は、平成20年４月１日に設置
され、今日に至っています。

問　被保険者数と医療費の伸びについて。
答　県全体の医療費は約2,890億円、被保険
者数は26万9,000人で一人当たりの医療費は
107万2,339円であり、うち本市の医療費分は、
県全体の医療費を本市の被保険者数で按分
すると約74億円となり、伸び率は2.73％の増と
なった。被保険者数は、県全体では少しずつ
伸びているが、本市はほぼ横ばいの状況である。

問　後期高齢者会計における給付費の支出
が多い疾病は何か。
答　①骨折　②心臓疾患　③認知症　④腎
臓病（透析）等である。

問　令和 4 年度決算において、歳入が約
60億円で歳出が約56億円となっているが、
その要因は何か。
答　新型コロナの影響で事業所が人員を確保
できなかったことで提供量が減ったことや、利
用控えによるものではないか。
意見 　令和４年度に約４億8,000万円の
剰余金が出た要因として、新型コロナの影
響による利用控えで給付費が減少したこと
もあるが、令和４年度から約15％もの保険
料の引上げが実施されたことによる影響が
大きい。次期保険料を決定する際に給付費
の伸びもそれほど想定されないのであれば、
保険料の引下げを検討するよう強く求める。

反対討論 　歳入歳出差引額が約４億 8,000
万円であり、第８期事業計画と決算の実態に
大きな開きがあるため賛成できない。

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



産業建設分科会

問　家畜の伝染性疾病対策について
答　７月と10月に消毒用薬剤の配布を行い，
県等も薬剤配布を2 回行った。令和 5 年
度についても市が配布を予定しており、また、
豚熱の発生に伴い、九州全県でワクチンを
接種することとなっている。今後も細心の注
意を払い防疫の徹底を図る。

　農業委員会関係では、農家相談室につ
いて、従来の相談室は年 4 回開設、10件
の相談があったが、新たな取組として行った
女性委員による農家相談室では、2 回開設、
20件もの相談があったとの説明がありました。
問　主な相談内容は。
答　隣接地境界の除草や耕作者を探して
ほしいという相談が主なものである。

問　本事業における当年度の給
※

水単価
と給水原価は。
答　給水単価140円29銭に対し、給水原
価は令和 3 年度より50銭高い150円27銭で
あった。

問　思いやりふるさと寄附金の寄附額の推
移は。
答　市内37の事業者で357の返礼品をそろえ、
寄附件数84,268件で約15億4,160万9,000円の
寄附があった。
意見 　貴重な財源であるため、新たな商
品開発とブランド認証品の広報を進め、ポー
タルサイトを有効活用し増額に努めるように。

水道事業会計

高松浄水場

※「給水単価」とは、使用される皆様からいただく１立
方メートル当たりの水道使用料の平均単価で、「給水
原価」とは、水道水１立方メートルを作り届けるため
に必要となる経費の平均単価です。

養豚・養鶏農家へ無料配布される消石灰
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議決結果一覧
久長議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外

（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中 

雅
人

出
水 

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上　

弘
幸

片
田　

洋
志

重
久　

昌
樹

鈴
木　

栄
一

上
村　

龍
生

岩
水　

 

豊

渕
合 

昌
昭

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

土
屋　

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

迫　

杉
雄

徳
峰　

一
成

結　
果

議
案

第55号 曽於市空家等の適切な管理等に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 可

決

第58号 曽於市学校給食センター改築電気設備工事 ( １工区 )
請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可

決

認
定
案

第 3 号 令和４年度曽於市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 可

決

第 4 号 令和４年度曽於市介護保険特別会計歳入歳出決算の認 
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 可

決
陳
情 第 6 号 「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求

める陳情 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 不
採
択

賛否が別れた案件

第３回定例会で全会一致で可決された案件
区分 議案番号 件　名

承
認
案

第 6 号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年
度曽於市一般会計補正予算（第４号））について

第 7 号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年
度曽於市一般会計補正予算（第５号））について

認
定
案

第 1 号 令和４年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認定について

第 2 号 令和４年度曽於市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

第 5 号 令和４年度曽於市生活排水処理事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

第 6 号 令和４年度曽於市水道事業会計決算の認定について

第 7 号 令和４年度曽於市公共下水道事業会計決算の認定について

議　
案

第51号 曽於市南九州畜産獣医学拠点の設置及び管理に
関する条例の制定について

第52号 曽於市議会の議決に付すべき公の施設の利用に
関する条例の制定について

第53号 曽於市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部
改正について

第54号 曽於市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

区分 議案番号 件　名

議　
案

第56号 曽於市歴史民俗資料館及び郷土館の設置及び管
理に関する条例の一部改正について

第57号 曽於市学校給食センター改築本体工事請負契約
の締結について

第59号 曽於市学校給食センター改築機械設備工事 ( ２
工区 ) 請負契約の締結について

第60号 曽於市学校給食センター改築厨房設備工事請負
契約の締結について

第61号 令和４年度曽於市水道事業剰余金の処分について

第62号 令和４年度曽於市公共下水道事業剰余金の処分
について

第63号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第６号）
について

第64号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）について

第65号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会計補
正予算（第２号）について

第66号 令和５年度曽於市水道事業会計補正予算（第２
号）について

第67号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第７号）
について

継続審査となった案件

陳情第 9 号
「市長選挙と議会議員選挙の同時開催並びに議会議員定数削減に関する陳情書」の採択を求める陳
情は結論に達せず、継続審査となりました。

報告のあった案件
区分 議案番号 件　名

報　
告

第 4 号 継続費精算の報告について

第 5 号 令和４年度曽於市健全化判断比率の報告について

第 6 号 令和４年度曽於市生活排水処理事業特別会計資金不足比
率の報告について

区分 議案番号 件　名

報　
告

第 7 号 令和４年度曽於市水道事業会計資金不足比率の報
告について

第 8 号 令和４年度曽於市公共下水道事業会計資金不足比
率の報告について

第 9 号 専決処分の報告について

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。

0408
四角形

0408
四角形

0408
線

0408
線



市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
8名の議員登壇

◆ 令和 5 年 9 月 5 日

1 ．徳
とく

峰
みね

 一
かず

成
なり
（日本共産党）… …………………………………………………P11

○市民のくらしを守る、物価高対策を　　○子牛の安値対策を
○高すぎる介護保険料は引下げを　　○イヌマキの害虫駆除に、市は補助を

2 ．迫
さこ

 杉
すぎ

雄
お
（無所属）………………………………………………………………P12

○ＳＫＬＶ（南九州畜産獣医学拠点）への対応　　※掲載以外の質問項目　○コンパクトなまちづくり　

3 ．上
かみ

村
むら

 龍
たつ

生
お

（創政会）… ………………………………………………………P13
○台風６号関連の災害状況　　○旧岩川高校跡地防災広場の活用
○水道料金の徴収状況　　○曽於市における道徳教育の現状　　※掲載以外の質問項目　○各種債権の管理状況

4 ．今
いま

鶴
づる

 治
はる

信
のぶ
（創志会）… ………………………………………………………P14

○南九州畜産獣医学拠点施設整備事業　　○ふるさと納税　　○引きこもりの状況

◆ 令和 5 年 9 月 6 日

5 ．山
やま

中
なか

 雅
まさ

人
と

 （さくら会）… ……………………………………………………P15
○合併後 20年に向けての取組　　○曽於市のコンパクトシティ推進

6 ．大
おお

川
かわ

内
うち

 富
とみ

男
お
（新生会）… ……………………………………………………P16

○教育問題　　○県議選　　※掲載以外の質問項目　○財部駅前屋台村

7 ．原
はら

田
だ

 賢
けん

一
いち

郎
ろう

（そお幸喜会）… ………………………………………………P17
○道路行政　　○山林の行政指導　　○本庁・支所機能再編後の影響　　○大隅文化会館

8 ．瀬
せ

戸
と

口
ぐち

 恵
え

理
り
（さくら会）… …………………………………………………P18

○ＳＫＬＶ（南九州畜産獣医学拠点）　　○コンパクトシティ構想　　○温暖化対策
○令和６年度の予算編成
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問　

市
民
に
と
っ
て
第
一

義
的
課
題
は
物
価
高
対
策

で
は
な
い
か
。
し
か
し
市

の
対
策
は
弱
い
。
五
位
塚

市
政
な
ら
で
は
の
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

市
長　

一
番
喜
ば
れ
る
の

が
商
品
券
事
業
で
あ
り
、

今
後
も
検
討
し
た
い
。

子
牛
の
安
値
対
策
を

問　

子
牛
の
安
値
が
続
い

て
い
る
。
市
は
今
年
５
～

10
月
ま
で
の
子
牛
に
、
１

頭
１
万
円
の
補
助
を
行
う
。

そ
の
後
も
安
値
が
続
く
な

ら
、
補
助
の
継
続
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

安
値
が
続
く
な
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
の
引
付
料
補

助
の
引
上
げ
を
含
め
、
現

行
の
市
単
独
の
検
証
と
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

検
討
し
て
い
き
た

い
。

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
は

引
下
げ
を

問　

65
歳
以
上
が
加
入
の

介
護
保
険
料
は
、
２
年
前

の
15
％
大
幅
引
上
げ
で
、

現
在
大
き
な
剰
余
金
が
生

じ
て
い
る
。
保
険
料
の
取

り
す
ぎ
に
よ
る
剰
余
金
で

あ
り
、
来
年
度
か
ら
引
下

げ
に
ま
わ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

保
険
料
の
引
下
げ

も
視
野
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　

市
民
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
介
護
保
険
会
計
へ
の
繰

入
れ
を
強
く
求
め
た
い
。

市
長　

で
き
る
か
ど
う
か
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
駆
除
に

市
は
補
助
を

問　

市
の
対
策
を
聞
き
た

い
。大

休
寺
副
市
長　

地
域
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

補
助
、
長
期
に
わ
た
り
継

続
す
る
取
組
を
行
い
た
い
。

介護保険料を取り過ぎており、
引下げにまわすべき。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／引下げも視野に、検討したい。

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
、

物
価
高
対
策
を

ちょっと
ひとりごと

商品券事業
だけでは弱い。

引き続き物価高対策は
取り上げていきたい。

商品 上げ幅 商品 上げ幅
果物 57% 電化製品 10%
野菜 23% 軽油 13%
魚類 15% ガソリン 9%

乳製品 13%
今年の４月以降の市内の物価高

（※４～８月の５か月）

繁殖農家
639世帯

９頭以下飼育 70歳以上

362世帯
（全体の56％）

342世帯
（全体の53％）

曽於市の畜産
高齢者と少数頭飼育が下支え

徳徳
と くと く

峰峰
みねみね

  一一
かずかず

成成
なりな り

（日本共産党）（日本共産党）

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問　

運
営
開
始
と
な
る
Ｓ

Ｋ
Ｌ
Ｖ
に
お
い
て
、
職
員

等
従
事
者
並
び
に
学
生
の

人
員
を
ど
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

市
長　

管
理
運
営
が
3

人
、
鹿
児
島
大
学
南
九
州

畜
産
獣
医
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
兼
任
を

含
ん
で
9
人
、
牛
舎
・
鶏

飼
養
施
設
が
5
人
、
馬
飼

養
施
設
が
5
人
、
飲
食
ス

ペ
ー
ス
3
人
、
レ
ン
タ
ル

オ
フ
ィ
ス
が
5
人
、
合
計

で
30
人
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
。
学
生
の
見
通
し
は

年
間
2
0
0
人
か
ら
5
0

0
人
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。

問　

財
部
駅
か
ら
Ｓ
Ｋ
Ｌ

Ｖ
ま
で
の
約
１
・
２
㎞
の

道
の
り
の
整
備
等
は
ど
う

対
応
さ
れ
る
か
。

市
長　

交
通
手
段
の
具
体

化
、
Ｊ
Ｒ
財
部
駅
の
利
便

性
向
上
も
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
景
観
を
含

め
た
道
路
等
の
ハ
ー
ド
整

備
に
つ
い
て
も
、
県
等
と

も
連
携
し
な
が
ら
整
備
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問　

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
に
お
い
て

ア
ジ
ア
初
と
な
る
欧
州
国

際
水
準
の
獣
医
師
育
成
実

践
施
設
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

市
長　

国
際
水
準
の
教
育

を
実
践
し
、
国
内
の
獣
医

系
大
学
と
連
携
し
な
が
ら

臨
床
教
育
の
基
礎
的
役
割

を
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
で
確
立
し
て
、

国
際
的
な
人
材
育
成
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
連
携
し
て

い
く
。

問　

曽
於
市
の
国
際
化
に

対
し
て
、
台
湾
の
国
立
屏

東
科
技
大
学
と
の
協
定
も

提
携
す
る
よ
う
鹿
児
島
大

学
に
申
し
入
れ
す
べ
き
だ

が
。企

画
政
策
課
長　

鹿
児
島

大
学
へ
相
談
し
て
対
応
す

る
。

問　

鹿
児
島
大
学
等
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、
都
城

市
・
霧
島
市
並
び
に
県
か

ら
は
ど
の
よ
う
な
協
力
が

得
ら
れ
る
か
、
ま
た
市
内

各
学
校
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

都
城
定
住
自
立
圏

な
ど
の
結
び
つ
き
を
基
盤

に
、
農
畜
産
関
係
の
研
修

会
等
の
候
補
地
と
し
て
圏

域
を
巻
き
込
ん
で
い
く
。

曽
於
高
校
や
市
内
の
小
中

学
校
等
と
も
連
携
し
、
地

域
産
業
を
支
え
る
人
材
育

成
の
協
力
体
制
の
構
築
が

有
効
と
考
え
て
い
る
。

SKLV（スクラブ）運営開始に
全力で対応を。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer

市長／ SKLV から曽於市発展を広げる。

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
（
南
九
州
畜
産

獣
医
学
拠
点
）
へ
の
対
応

ちょっと
ひとりごと

ＳＫＬＶは
曽於市の発展の
バロメーターに

なるよな

財部駅前から商店街の景観

平塚インターから都城隼人県道２号線の市境

QuestionQuestion

迫迫
さ こさ こ

  杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

（無所属）（無所属）
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問　

台
風
６
号
関
連
の
災

害
状
況
を
問
う
。

市
長　

現
在
、
把
握
し
て

い
る
主
な
災
害
発
生
状
況

は
、
家
屋
の
床
上
浸
水
5

棟
、
の
り
面
崩
壊
に
よ
る

車
庫
の
倒
壊
が
1
棟
、
裏

山
の
崩
落
に
よ
る
車
庫
の

一
部
損
壊
が
1
棟
、
河
川

災
害
が
1
か
所
、
市
道
の

被
害
が
10
か
所
、
農
道
が

1
2
5
か
所
、
水
路
が
1

4
0
か
所
、
頭
首
工
が
4

か
所
、
農
地
で
1
4
5
か

所
の
災
害
が
発
生
し
た
。

問　

今
回
の
災
害
に
お
け

る
反
省
・
教
訓
は
あ
る
か
。

市
長　

台
風
通
過
後
「
線

状
降
水
帯
」
が
発
生
し
、

想
定
以
上
の
大
雨
が
続
い

た
た
め
大
き
な
災
害
に
つ

な
が
っ
た
。
今
後
は
台
風

通
過
後
の
河
川
水
位
の
変

化
に
も
十
分
注
視
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

旧
岩
川
高
校
跡
地

防
災
広
場
の
活
用

問　

夏
休
み
期
間
中
多
く

の
帰
省
客
が
、
移
転
後
の

岩
川
小
学
校
、
防
災
広
場

に
写
真
撮
影
等
に
訪
れ
、

関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。

し
か
し
、
広
場
に
つ
い
て

の
説
明
板
が
な
く
、
近
隣

の
住
民
に
問
合
せ
が
相
次

ぎ
対
応
に
追
わ
れ
た
。
広

場
付
近
に
説
明
板
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

早
急
に
対
応
し
た

い
。

水
道
料
の
徴
収
状
況

問　

貸
家
に
お
け
る
基
本

料
金
の
取
扱
い
は
。

市
長　

貸
家
に
お
い
て
も

水
道
料
金
の
基
本
料
金
は

算
定
し
て
い
る
。

問　

貸
家
に
お
け
る
水
道

メ
ー
タ
ー
・
給
水
装
置
の

切
離
し
状
況
は
。

市
長　

居
住
者
が
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
後
、
規

定
に
従
っ
て
取
り
外
し
、

切
離
し
を
行
っ
て
い
る
。

曽
於
市
に
お
け
る

道
徳
教
育
の
現
状

問　

現
状
に
お
け
る
問
題

点
・
改
善
点
は
。

教
育
長　

現
状
に
お
い
て

大
き
な
問
題
も
少
な
く
健

全
に
育
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
以
前
に
比
べ
る
と
、

規
範
意
識
や
自
律
心
に
課

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
学
校
だ
け
で
は
な

く
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
自
覚
し
、「
そ

お
ぐ
る
み
」
で
子
供
た
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

道徳教育の充実・強化を。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

台
風
６
号
関
連
の
災
害
状
況

ちょっと
ひとりごと

徳育により
郷土愛と
他人への

思いやりを。

教育長／
今後も自他を大切にし、
ふるさとや国を愛し、社会に貢献する
子供たちの育成を目指す。

防災広場の説明板の掲示を

台風６号の災害現場

上上
かみかみ

村村
むらむら

  龍龍
たつたつ

生生
おお

（創政会）（創政会）

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず50分以内です。



問　

馬
エ
リ
ア
の
運
営
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

馬
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
8
月
1
日
か
ら
8
月
25

日
ま
で
公
募
期
間
を
設
け
、

2
者
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

現
在
審
査
中
で
あ
る
。

問　

当
初
、
預
託
馬
1
頭
に

月
20
万
円
の
預
託
料
で
、
10

頭
分
2
0
0
万
円
の
予
定

だ
っ
た
が
、
運
営
に
支
障
は

な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

24
頭
対
応

の
厩
舎
で
あ
る
が
、
今
後
公

募
の
事
業
者
が
確
定
し
た
ら
、

事
業
者
が
乗
馬
や
ホ
ー
ス
セ

ラ
ピ
ー
等
を
行
っ
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

今
年
10
月
以
降
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
送
料
・

事
務
手
数
料
等
の
取
扱
い
が

よ
り
厳
密
に
な
る
が
、
市
の

対
応
は
。

市
長　

募
集
に
要
す
る
費
用

の
合
計
額
が
寄
附
金
額
の

50
％
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
回
の
制
度
改
正
で
、

対
象
外
で
あ
っ
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
に
関
す
る
事
務

経
費
も
費
用
に
追
加
さ
れ
た
。

問　

返
礼
品
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

総
務
省
が

示
す
制
度
内
容
に
沿
っ
て
、

事
業
者
に
経
費
分
を
値
上
げ

し
た
返
礼
品
を
お
願
い
し
て

い
る
。

問　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄

附
金
は
、
市
の
51
事
業
に
利

用
さ
れ
て
い
る
大
事
な
財
源

で
あ
る
。
今
後
の
予
算
確
保

の
た
め
に
も
改
正
さ
れ
た
制

度
を
遵
守
し
、
取
り
組
む
こ

と
を
期
待
す
る
が
。

商
工
観
光
課
長　

寄
附
者
・

事
業
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
。

引
き
こ
も
り
の
状
況

問　

令
和
元
年
度
か
ら
現
在

ま
で
の
小
中
学
生
の
不
登
校

の
状
況
は
。

教
育
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

不
登
校
の
生
徒
の
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
把
握
し

て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

令
和
元
年

度
は
、
全
て
の
生
徒
が
高
校

へ
進
学
し
た
。
そ
の
後
の
年

度
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
高

校
へ
進
学
し
、
そ
の
ほ
か
の

生
徒
は
就
職
し
て
い
る
。

問　

令
和
5
年
度
は
、
か
な

り
不
登
校
数
が
減
少
し
て
い

る
が
、
何
か
対
策
が
あ
っ
た

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

不
登
校
の

未
然
防
止
の
た
め
、
子
供
同

士
の
学
び
合
い
学
習
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
等
の
効
果
が
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

問　

中
学
校
を
卒
業
し
た
人

か
ら
65
歳
未
満
の
引
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
方
の
状
況
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

昨
年
、
県
か
ら
民
生

委
員
に
調
査
の
依
頼
が
あ
り
、

18
人
の
引
き
こ
も
り
の
方
を

把
握
し
て
い
る
。

問　

市
と
し
て
の
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長　

本
人
・
親

族
等
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、

県
の
引
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
や
介
護
福
祉
課
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

ＳＫＬＶ（南九州畜産獣医学拠点）の
馬エリアにおけるJRA（日本中央競
馬会）からの預託馬は。

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
企画政策課長／
JRA の預託馬は、含まない公募をした。

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

施
設
整
備
事
業

ちょっと
ひとりごと

馬エリアは、
競走馬の引退後の
動物福祉がメイン
じゃなかったの !?

（人）
小学生 中学生 合　計

令和元年度 5 25 30
令和２年度 2 28 30
令和３年度 5 43 48
令和４年度 6 48 54
令和５年度 1 21 22
令和５年度は７月の１学期終了時点

QuestionQuestion

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

  治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（創志会）（創志会）

14曽於市議会だより№ 74　令和 5年11月 1日発行



問　

ま
だ
ま
だ
旧
町
単
位

で
も
の
を
考
え
る
意
識
が

残
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

市
長
の
見
解
は
。

市
長　

対
等
合
併
し
て
20

年
が
近
づ
い
て
お
り
、
い

つ
ま
で
も
末
吉
・
財
部
・

大
隅
と
言
っ
た
状
況
で
は

な
く
、
必
要
な
も
の
を
必

要
な
所
に
作
る
議
論
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

問　
「
曽
於
市
民
」
意
識
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形

成
は
難
し
い
問
題
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長　

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
実

現
し
て
い
く
。

問　
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
」
で
は
市
民
同
士
の

横
の
連
帯
や
人
の
流
れ
が

起
き
る
訳
で
は
な
い
。
旧

町
関
係
な
く
、
人
が
混
ざ

り
合
う
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
を

促
進
し
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

子
育
て

し
な
が
ら
市
内
全
体
の
人

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
し

て
、
市
民
の
一
体
感
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

曽
於
市
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進

問　

現
在
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

エ
リ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
も
策
定
さ
れ

て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。

問　

国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
曽

於
市
は
立
地
適
正
化
計
画

に
取
り
組
ん
で
は
い
る
が
、

公
開
は
し
て
い
な
い
と
あ

る
。
将
来
の
公
開
の
予
定

は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

来
年

度
の
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り

で
地
元
の
大
学
な
ど
と
の

連
携
は
あ
る
の
か
。

市
長　

現
在
、
都
城
高
専

の
建
築
学
科
の
准
教
授
を

招
い
て
財
部
の
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問　

大
学
と
締
結
し
た
協

定
に
基
づ
き
、
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

に
鹿
児
島
大
学
と
も
連
携

で
き
な
い
か
。

市
長　

鹿
大
等
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

合併後20年に向けた
取組は？

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／住みやすく子育てしやすい
　　　まちづくりに取り組む。

合
併
後
20
年
に
向
け
て
の
取
組

ちょっと
ひとりごと

曽於市を一つに
する取組を！

山山
やまやま

中中
なかなか

  雅雅
まさま さ

人人
とと

（さくら会）（さくら会）

曽於市のエリアプラットフォームの概要

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



問　

財
部
町
の
バ
ス
通
学

と
大
隅
町
・
末
吉
町
の
徒

歩
通
学
に
は
非
常
に
不
公

平
を
感
じ
る
が
。

教
育
長　

地
域
間
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。

問　

財
部
町
の
小
学
校
の

通
学
バ
ス
委
託
料
が
約
１

8
0
0
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
児
童
数
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
議

員
議
決
が
あ
る
と
は
言
え
、

未
来
永
劫
続
け
て
い
く
の

か
。

教
育
長　

約
10
年
後
に
は

児
童
数
も
半
分
に
な
る
。

未
来
永
劫
続
け
る
こ
と
は

な
い
。

問　

曽
於
市
立
小
学
校
通

学
対
策
協
議
会
は
枝
葉
の

内
容
の
会
合
で
は
な
く
、

財
部
町
・
大
隅
町
・
末
吉

町
の
通
学
手
段
は
ど
う
す

れ
ば
統
一
で
き
る
か
と
の

会
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
。

市
長　

教
育
委
員
会
と
し

て
も
研
究
し
て
一
歩
踏
み

込
ん
で
そ
の
様
な
方
向
で

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

県
議
選

問　

公
民
館
長
は
後
援
会

長
が
で
き
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

公
※

職
選
挙
法
第
１
３
６
条

に
規
定
さ
れ
て
い
る
公
務

員
等
に
該
当
し
な
い
た
め

規
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

問　

他
市
で
は
特
別
職
・

公
務
員
・
民
生
委
員
・
公

民
館
長
・
監
査
委
員
、
消

防
団
員
・
農
業
委
員
・
学

校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
る

教
育
者
等
を
規
制
す
る
条

例
も
あ
る
が
、
曽
於
市
で

も
検
討
は
ど
う
か
。

市
長　

つ
く
ら
な
い
。

３町の小学校の通学手段は
早く統一するように。

一般質問の録画

Link

教
育
問
題

ちょっと
ひとりごと

おじちゃんたち
ぼくたちを助けて～

私たちを差別しないで～
「大隅町・末吉町の小学生」

より

大大
おおおお

川川
かわかわ

内内
う ちう ち

  冨冨
とみとみ

男男
おお

（新生会）（新生会）

QuestionQuestion

AnswerAnswer

教育長／一歩踏み込んで検討していく。

２㎞以上はバス通学の財部町

遠い所でも徒歩通学の大隅町・末吉町

※公職選挙法第 136 条に規定されている公務員とは
1 　中央選挙管理会の委員及び中央選挙管理会の庶務に従事する総務省の職

員、参議院合同選挙区選挙管理委員会の職員並びに選挙管理委員会の委員
及び職員

2 　裁判官
3 　検察官
4 　会計検査官
5 　公安委員会の委員
6 　警察官
7 　収税官吏及び徴税の吏員
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問　

市
道
沖
上
大
川
原
線

の
現
状
と
認
識
を
示
せ
。

市
長　

大
川
原
か
ら
内
山

地
区
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
が
、
沖
上
地

区
に
つ
い
て
は
未
改
良
の

状
況
で
あ
る
。

問　

何
年
も
前
か
ら
沿
線

住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
早
急
な
対
応
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
道
平
木
伊
屋
松

線
の
排
水
路
整
備
も
目
途

が
た
っ
た
の
で
、
今
後
は

維
持
補
修
の
舗
装
修
繕
で

対
応
し
て
い
く
。

問　

下
須
田
木
線
も
沖
上

大
川
原
線
同
様
、
非
常
に

荒
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

計
画
を
示
せ
。

市
長　

総
合
振
興
計
画
な

ど
の
長
期
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
計
画
し

て
い
く
。

問　

県
道
4
9
5
号
志
柄

宮
ヶ
原
福
山
線
の
神
牟
礼

自
治
会
か
ら
川
路
山
自
治

会
間
の
幅
員
が
非
常
に
狭

く
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
同
士
の

離
合
も
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
早
急
な
対
応
を
望
む

が
、
県
へ
の
要
望
を
こ
れ

ま
で
ど
の
程
度
行
っ
て
き

た
か
。

市
長　

平
成
25
年
度
以
前

か
ら
県
庁
土
木
部
、
大
隅

地
域
振
興
局
建
設
部
に
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

今
後
も
県
に
対
し
早
期
完

成
を
要
望
し
て
い
く
。

山
林
の
行
政
指
導

問　

伐
採
後
の
搬
出
用
道

路
へ
の
指
導
は
ど
う
し
て

い
る
か
。

市
長　

搬
出
路
は
地
山
の

切
土
を
抑
え
、
道
幅
は

2
・
5
ｍ
以
内
で
最
小
限

に
開
設
し
、
木
材
搬
出
路

か
ら
土
砂
が
流
失
し
な
い

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

本
庁
・
支
所機能

再
編
後
の
影
響

問　

昨
年
10
月
に
大
隅
・

財
部
両
支
所
の
大
幅
な
職

員
削
減
が
な
さ
れ
た
が
、

悪
影
響
は
出
て
い
な
い
か
。

市
長　

業
務
に
対
し
て
影

響
は
出
て
い
な
い
。

大
隅
文
化
会
館

問　

当
施
設
は
大
隅
町
民

の
文
化
の
拠
点
だ
が
、
雨

漏
り
や
冷
房
の
効
か
な
い

状
況
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

市
長　

市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
で

今
後
の
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

原原
はらはら

田田
だだ

  賢賢
けんけん

一一
いちいち

郎郎
ろ うろ う

（そお幸喜会）（そお幸喜会）

市道沖上大川原線（大隅町）
早急な改良を。

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／維持補修・舗装修繕で対応する。

道
路
行
政

ちょっと
ひとりごと

今時冷房の
効かない
文化会館？

荒れ放題の市道沖上大川原線

雨漏りのする冷房の効かない大隅文化会館

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



問　

進
捗
状
況
は
。

市
長　

牛
・
鶏
エ
リ
ア
の

舗
装
が
完
成
し
、
9
月
に

馬
エ
リ
ア
厩
舎
、
12
月
に

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
3
月
に

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

完
成
予
定
で
あ
る
。
県
道

接
続
を
伴
う
市
道
改
良
と

外
構
舗
装
は
3
月
上
旬
を

目
指
す
。

　

運
営
開
始
に
向
け
て

「
一
般
財
団
法
人
ス
ク
ラ

ブ
そ
お
」
が
事
務
手
続
き

を
行
っ
て
お
り
、
鹿
児
島

大
学
は
「
共
同
獣
医
学
部

付
属
南
九
州
畜
産
獣
医
学

教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
た
。
教
授
・
職
員
が
順

次
着
任
予
定
で
あ
る
。
県

経
済
連
が
10
月
以
降
に
牛

を
搬
入
、
他
の
エ
リ
ア
に

つ
い
て
も
事
業
者
決
定
後

に
参
入
予
定
で
あ
る
。

問　

①
地
元
雇
用
、
②
運

営
費
用
、
③
持
続
可
能
性

（
耐
用
年
数
後
の
改
修
や

環
境
面
）、
④
交
流
人
口

に
つ
い
て
、
地
元
に
期
待

と
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

市
長　

随
時
、
進
め
な
が

ら
行
う
。
30
年
後
の
改
修

の
こ
と
ま
で
は
分
か
ら
な

い
が
、
そ
の
時
な
り
に
対

応
す
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

問　

岩
手
県
紫
波
町
は
官

民
連
携
で
図
書
館
を
中
心

と
し
た
循
環
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
る
。
地
元

の
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
方
や
住
民
の
声
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

市
長　

図
書
館
づ
く
り
も

発
想
を
変
え
た
方
が
い
い

と
考
え
て
い
る
。
専
門
家

や
地
域
住
民
で
組
織
づ
く

り
を
し
て
い
く
。

問　

支
所
や
市
営
住
宅
の

跡
地
の
活
用
は
。

市
長　

ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
。

問　

平
塚
イ
ン
タ
ー
近
く

に
工
業
団
地
の
予
定
は
。

市
長　

国
や
県
に
要
望
を

上
げ
て
い
く
。

問　

ま
ち
づ
く
り
に
は
民

間
の
力
が
不
可
欠
。
青
写

真
を
早
め
に
提
示
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

市
長　

将
来
像
は
早
く
出

す
べ
き
。
企
業
誘
致
を
含

め
て
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
提
案
し
た
い
。

温
暖
化
対
策

問　

第
2
次
曽
於
市
環
境

基
本
計
画
の
中
間
見
直
し

に
向
け
て
、「
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
の
「
第
6
次
評
価
報

告
書
」
へ
の
対
応
は
。

市
長　

環
境
や
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
、
各
施
策
や

目
標
の
見
直
し
の
検
討
を

進
め
る
。

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

問　

迷
い
な
く
進
む
た
め

に
、
分
か
り
や
す
い
方
針

が
必
要
で
は
。

市
長　

目
玉
事
業
を
中
心

に
施
政
方
針
を
分
か
り
や

す
く
見
直
し
、
曽
於
市
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

財部の有効的なまちづくりを
望む地元住人の声は多いが。

一般質問の録画

Link

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ

（
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
）

ちょっと
ひとりごと

10年後、20年後、
30年後、子どもたちに

自信を持って
手渡せる曽於市を。

紫波町の人口は曽於市とほぼ同じ。複
合施設が複数ある広場へは駅から徒歩

１分で図書館も役場もあって便利。

瀬瀬
せせ

戸戸
とと

口口
ぐちぐち

  恵恵
ええ

理理
りり

（さくら会）（さくら会）

QuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／地域課題をいかに解決するか
　　　模索中である。
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調査地及び調査項目…
岩手県紫

し
波
わ

郡
ぐん

紫
し

波
わ

町
ちょう

　　・官民連携の地方創生：オガールプロジェクト
宮城県牡

お
鹿
しか

郡
ぐん

女
おな

川
がわ

町
ちょう

　　・公民連携のまちづくり
調査期間…
令和５年7月12日（水）～14日（金）３日間

1998 年、紫波町に JR 紫波中央駅が開
業し、町は駅前に 10.7ha の土地を再開
発のために取得しましたが、財政的な問
題から頓挫しました。しかし、2009 年
に「紫波町公民連携基本計画」が策定
され、官民連携によるまちづくりが始ま
り、官民連携会社「オガール紫波株式会
社」を設立し、駅前都市や公共施設の整
備など多くの成果を上げました。このプ
ロジェクトでは、極力、国の補助金に頼
らず、必要な資金のほとんどを地元の金
融機関から調達し、公共施設と民間施設を結びつけて賑わいと雇用を創出し、持続的
なまちづくりを実現しました。官民連携での官と民の責任を明確に区分し、計画的に
事業が展開されています。

女川町は震災で 7 割以上の建物が被災しましたが、「とりもどそう 笑顔あふれる女
川町」を目指し、「防災」「産業」「住環境」「保健・医療・福祉」「人材育成」の 5 本柱
を復興方針に定めました。また、水産業や商工業などの業種の垣根を越えた民間組織「女
川町復興連絡協議会（FRK）」を立ち上げ、「還暦以上は口を出さず」と、10 年後、20
年後に中心となる若者世代に町を託し、将来の子供たちが誇れるまちづくりを目指し
ました。このほか、地域内外を繋ぎ、地域課題の解決に向けて取り組むために設立さ
れた「NPO 法人アスエノキボウ」は、「お試し移住プログラム」や「創業本気プログ
ラム」による定住人口の増加や、活動人口を増やすことで生まれる「にぎわい」や「活
力」をもたらし、企業・団体と連携することで、若い世代を町へ誘引する事業を展開
していました。

行政主導だと補助金に頼りがちにな
るが、両視察先では官・民が連携する
ことにより、民間のしっかりとした事
業経営によるサービス水準の向上や経
営感覚で新たな事業が展開されていま
す。両町とも、将来を見据えて若者を
中心とした活力ある持続可能なまちづ
くりを目指し、町の中心部である駅前
が発展し続ける取組が行われていまし
た。

総務常任委員会閉会中所管事務調査報告

紫波町にあるオガールプラザ

女川駅前の風景
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調査地及び調査項目…
岐阜県美

み
濃
の

加
か

茂
も

市
し

　・森林環境譲与税を活用している先進自治体の視察
岐阜県多

た
治
じ

見
み

市
し

　　・コンパクトシティの形成に取り組む先進自治体の視察

調査期間…
〇令和５年7月18日（火）～20日（木）3日間

美濃加茂市では、里山千年構想を策定し、有害鳥獣による農作物への被害を背景に、
里山整備、里山活用、資源活用の三本柱を重点として取り組んでいます。地域や市民
が積極的に参加し、森林環境譲与税を活用して様々な事業を実施しています。また、
岐阜県では「ぎふ一村一企業パートナーシップ運動」を通じて、企業・大学と地域が
連携し、森林づくりに協力しており、社会的価値向上や地域活性化が期待されています。
曽於市でも同様の取組を検討する必要があるという委員の意見が示されました。

多治見市は平成 12 年をピークに人口減少が続き、少子化や高齢化が進行している問
題に対処し、都市への投資を増やすために、コンパクトシティの実現を目指し、総額
200 億円の計画が策定されています。立地適正化計画では「ネットワーク型コンパク
トシティ」を実現するための誘導方針が示されており、中心拠点と地域拠点への都市
機能の誘導、公共交通利便性の高い地域への居住の誘導、公共交通ネットワークの維持・
構築が重要視されています。駅周辺の市街地整備に合わせた巨大な事業であり、多治
見市長も我々の事務調査を歓待されるなど、大事業への意欲をひしひしと感じました。

委員からは大規模な開発を伴う事業は模倣できるものではないが、本市も少子高齢
化は現実的であるので、旧町の中心部への高齢者住宅や高齢者福祉事業所の誘導、将
来人口を見据えた市民サービス計画、公共交通機関の利便性向上、ＳＫＬＶに関連し
た財部市街地の在り方等を議論し、会社・企業・工場等の誘致を進め、「曽於市コンパ
クトシティ」の形成に取り組む必要があるとの意見がありました。

産業建設常任委員会閉会中所管事務調査報告

美濃加茂市北部に群生しているアベマキを使い学校机の天板を製
作。市や森林組合等が中心となり、地元の小学 6 年生や製材所な
どとプロジェクトを進めている。

多治見市街地での移動を担う
コミュニティバス
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曽於市議会だより

アンケート結果
市議会だより「こんにちは議会です」の編集に生かすため、前号（73号）においてアンケート
を実施し、44名の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。

Q01 あなたの年代は？ Q02 あなたの性別は？

Q03 あなたのお住まいは？ Q04 市議会だより「こんにちは議会
です」をどの程度読まれますか？

Q05 関心のある記事は何ですか？（複数回答可）

男性
54.5％54.5％

女性
45.5％45.5％

30代30代
25％25％

20代20代
11.4％11.4％

40代40代
15.9％15.9％

50代50代
13.6％13.6％

60代60代
13.6％13.6％

70代70代
18.2％18.2％

80代以上80代以上
2.3％2.3％

10代10代0％0％ 10歳未満10歳未満0％0％

毎回読んでいる毎回読んでいる
40.9％

だいたい読んでいるだいたい読んでいる

ほとんど読まないほとんど読まない

読んでいない読んでいない

9.1％9.1％

2.3％2.3％

47.7％47.7％
市内在住
97.7％97.7％

市外在住市外在住
2.3％2.3％

0 5 10 15 20 25 30 35

表紙表紙

定例会内容定例会内容

議案表決結果議案表決結果

一般質問一般質問

視察研修報告視察研修報告

夢チャレンジ夢チャレンジ

表紙に寄せて表紙に寄せて

編集後記編集後記

1515

2929

2424

3333

1010

99

33

55

21 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



Q06
Q04 で、「ほとんど読まない」・「読
んでいない」とお答えいただいた
方のみの回答です。読まない理
由は何ですか？

Q07 議会だよりの紙面の文字量は
どうですか？

多い多い
15.9％

ちょうど良いちょうど良い

少ない少ない0％0％
その他その他0％0％

84.1％84.1％

内容が
分かりづらい
内容が

分かりづらい
60％

内容が
つまらない
内容が
つまらない

関心がない関心がない
20％20％

20％20％

Q08 見やすい紙面を作るには、どうし
たら良いと思いますか？

（複数回答可）
Q09

議会だより第72号（令和５年５月１
日発行）からデザインやレイアウ
ト等を若干刷新していますが、読
みやすくなったと思いますか？

Q10 議会だよりにはあなたの知りたい
情報が掲載されていますか？ Q11

Q10 で、「掲載されていない」
とお答えいただいた方のみの回
答です。議会だよりであなたの
知りたい情報は何ですか？

そう思うそう思う

63.6％63.6％そう思わないそう思わない
13.6％13.6％

その他その他
13.6％13.6％

無回答無回答
9.1％9.1％

0 5 10 15 20 25

文字を少なく
簡潔に書く
文字を少なく
簡潔に書く

写真を多く
掲載する
写真を多く
掲載する

文字を
大きくする
文字を
大きくする

文字を多くし
詳しく書く
文字を多くし
詳しく書く

その他その他

2424

1919

88

44

22

その他の意見

・このままで良い。・このままで良い。

掲載されている掲載されている

79.5％

掲載されて
いない
掲載されて
いない
18.2％18.2％

無回答無回答 2.3％2.3％ ・農業の事が多くてつまらない。

・質問後の進捗、あるいは結果がわからない。
・議会であったこともそうだが、議員が各号発行

の間にどのような活動をしていたのかも報告す
べき。また、議会や議員が起こした問題は、自
ら公に詳細に報告すべき。

・仕事や農業関係が少なすぎる。

・全てです。

・行政に前向きな情報

※端数処理の関係で100％になりません。
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Q12 どんな内容だとさらに議会だより
を読みたくなると思いますか？

（複数回答可）
Q13 議会だよりを読まれるとき、ど

のような方法で議会だよりを
入手していますか？

自治会自治会

70.5％

公共施設公共施設
18.2％18.2％

市内商店等市内商店等
4.5％4.5％

その他その他2.3％2.3％
無回答無回答2.3％2.3％ホームページホームページ 2.3％2.3％

0 5 10 15 20 25

市民の声市民の声

議員活動の紹介議員活動の紹介

特集がある特集がある

写真やイラストが多い写真やイラストが多い

見やすいレイアウト見やすいレイアウト

身近な人が登場する身近な人が登場する

委員会質疑委員会質疑

このままでよいこのままでよい

その他その他

2424

2020

1616

1414

1717

1616

1212

55

11

Q14「市議会だより」あるいは市議会へ御意見・御感想・改善点等があればお聞かせください。

※紙面の都合上、一部抜粋して掲載しております。

「市議会だより」の編集についての御意見

・一般質問や審議の際に市当局から答弁があった
案件で改善を要するものについて、その改善状
況を市議会だよりで定期的に報告してほしい。

・誰にでも理解できるような分かりやすい文章を
心掛けて編集してほしい。

・市議会だよりの表題を「こんにちは議会です」
から「市議会だより」に戻すことで、市民は親
しみを感じるのではないか。

一般質問と議員定数に関しての御意見

・一般質問で取り上げている内容について、若い
世代からの市政にプラスになるような建設的な
提案を望みます。

・議員定数の削減や市長選と市議選の同時選挙で
経費削減を図り、併せて議員の質を上げていく
必要があるのではないか。

議員活動についての御意見
・市民の声が届いていないので特に高齢者の声に

も耳を傾けるべきであり、地元代表として、選
挙前だけでなく日常的に目に見える活動をして
ほしい。

その他の御意見

・市政に対する定住促進やクリーンセンター、子
育て等に関する御意見をいただきました。

その他、温かい御意見や厳しい御意見もいただきましたので、
今後の議会活動に生かしてまいります。

※端数処理の関係で100％になりません。

23 ☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れをすることは禁止されています。（公職選挙法より）



曽
於
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
編
集
　
鹿
児
島
県
曽
於
市
議
会

〒
8
9
9ｰ

8
6
9
2

鹿
児
島
県
曽
於
市
末
吉
町
二
之
方
1
9
8
0

T
EL：

0986 - 76 - 8816
FAX：

0986 - 76 - 8901
E

メ
ー

ル
：

gikai@
city.soo.lg.jp

曽
於
市
に
新
し
い
展
望
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
十
文

字
展
望
所
で
す
。
霧
島
連
山

が
存
在
を
大
き
く
訴
え
る
か

の
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
姿
は

圧
巻
の
一
言
。

こ
れ
か
ら
秋
が
深
ま
る
に

つ
れ
て
周
囲
の
木
々
が
色
づ

き
、
乾
い
た
空
気
に
よ
り
、

違
っ
た
雰
囲
気
も
感
じ
ら
れ

る
の
で
は
。

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
霧

島
連
山
の
存
在
を
体
感
し
て

み
て
く
だ
い
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
曽
於
市

に
眺
望
抜
群
の
展
望
所
が
あ

り
ま
す
の
で
、
秋
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
是
非
、
楽
し
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。（

片
田
）

令
和
5
年
度
の
第
3
回
定
例
会

が
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
の
決
算
審
査
も

あ
っ
た
た
め
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
各
分
科
会
で
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
内
容

は
令
和
6
年
度
の
予
算
編
成
に
も

生
か
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
議
員
は
、
当
選
後

２
年
経
ち
、
12
月
の
定
例
会
で
新

し
い
議
会
構
成
と
な
り
ま
す
。
議

長
は
じ
め
各
常
任
委
員
会
や
こ
の

議
会
だ
よ
り
の
編
集
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
と
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、
今
の
6
人
で
の
編
集
は
こ
れ

が
最
後
の
号
と
な
り
ま
す
。
2
年

間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
次
も
ま
た
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
笑
）

今
後
も
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
を

基
に
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を

新
し
い
！　

楽
し
い
♪　

と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
意
見
等
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。（
瀬
戸
口
）

表
紙
に
よ
せ
て

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　
鈴　

木　

栄　

一

副
委
員
長　
瀬
戸
口　

恵　

理

委　
　
員　
山　

中　

雅　

人

　

〃　
　

出　

水　

優　

樹

　

〃　
　

矢　

上　

弘　

幸

　

〃　
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男

前
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ら
鈴
木
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員
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・
瀬
戸
口
副
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長

後
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ら
矢
上
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中
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片
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委
員
・
出
水
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十文字展望所のお問合せ先
市役所財部支所地域振興課

TEL0986-72-0934

今回紹介するのは大隅町岩川で短時間運動型デイサー
ビスを運営している河

かわ
合
い

 貴
たか

也
や

さん。河合さんは愛知県に
生まれ、トヨタで働いていた生粋の車好きでしたが、奥
様の実家がある大隅町への移住を機に、地域の高齢者の
体の悩みを解消したいと理学療法士の資格を取得。2020
年に「アクティブハウス R」を開設しています。

 「高齢者の体を元気にして地域を活性化したい」をモッ
トーに、利用者が近所の方々とグラウンドゴルフをでき
る体作り、友達と外食に行けるための生活訓練など、人
の繋がりが回復してこそ本当のリハビリだと語ります。

そんな河合さんの次なる目標は、小児麻痺など障がい
のある子供たちのためにリハビリ事業を立ち上げ、赤ちゃ
んから高齢者までをサポートする事です。熱意ある河合
氏の次なる挑戦に期待しています。　

（山中）

夢
チャレンジ

編
集
後
記

トヨタ「ランドク
ルーザー 70」が
特にお気に入り

24曽於市議会だより№ 74　令和 5年11月 1日発行


